
大正四年の橋撤去工事を終えて

土屋建設株式会社

現場代理人　　　山口洋行

工事名 平成19年度(主）　熱海大仁線緊急地方道橋梁改築工事（旧橋撤去工）

工事概要

歩道橋撤去工　Ｌ＝155.2ｍ 168ｔ

車道橋撤去工　Ａ1～Ｐ1間（陸上部）　Ｌ＝80.7ｍ 125ｔ

車道橋撤去工　Ａ2～Ｐ1間（水上部）　Ｌ＝70.3ｍ 100ｔ

執筆者 山口洋行



1 適用工種

2 問題点
・当初設計はケーブルエレクション工法での撤去方法であったが、調査の結果、
大仁側（水晶山）への撤去架設ケーブルアンカーの設置が不可能で有った。

・河川内作業（６月初～９月末は台風等の大雨によって増水する可能性の高い時期）は
施工出来ないためケーブルエレクション工法では大変時間が掛り工期内完了は不可能である。

・２径間（大仁側、修善寺側）有るが修善寺側の撤去は河川敷に堆積している土砂があるため
ベントを設置し直接河川敷きから大型切断機械にて直接解体搬出を行ったが、大仁側は
川の上また水深3ｍ以上とベント設置も不可能である。

・大正四年の橋で有る為形状寸法や総重量等の図面がない事から撤去方法の検討、調査に時間がかかる。

・古い橋の為腐食されている部分が多くみられ橋の強度も低下している。

3 工夫・検討事項
・工法の検討課題は工期内完成及び安全第一で施工出来る工法を決定する事が第一優先である。

・大型クレーンによる一括吊り下ろし後河川敷にて解体搬出が安全で有り工期短縮につながる。
【大型クレーン作業での検討事項】

① 撤去する橋の重量を正確に照査する。
② ｸﾚｰﾝ１台（800ｔクローラｸﾚｰﾝ）にて吊り下ろす方法が一番安全で有るが作業ヤードの確保(ｸﾚｰﾝの組立解体）や
施工金額が大幅に増額してしまう為、大型クレーン(オールテレンｸﾚｰﾝ）２台による共吊りに決定。

③ 照査結果より施工延長Ｌ＝70ｍ　総重量100ｔとしｸﾚｰﾝの大きさを決定する。
④ 大仁側(旧大仁橋橋たもと）に設置出来る最大のｸﾚｰﾝを200ｔ吊りと決定する。
⑤ 修善寺側で吊りあげ可能な大型クレーンは組立解体が容易であるオールテレンｸﾚｰﾝ550ｔに決定。
⑥ ｸﾚｰﾝ作業を行う為の足場の検討
・550ｔｸﾚｰﾝ足場は一部河川内に作業構台を設置し十分な地盤反力を確保した。
・200ｔｸﾚｰﾝ足場は既設護岸の調査及び試掘により地盤確認をし安全を確認した。

⑦ 橋を吊り上げた時の橋の強度の検討（補強材等）
⑧ 大きさの異なるｸﾚｰﾝでの吊り下ろしの為荷重分担の検討（作業半径と荷重）及び吊り金具や吊り位置の検討。
⑨ 河川敷きに吊り降ろし後の橋の分割切断位置や550ｔｸﾚｰﾝでの吊り金具の取付位置の検討。

4 工事施工を終えて

・大正四年の図面もない橋の吊り降ろしを安全にまた見学者の多い中での作業は初めてであり
発注者とも綿密な打ち合わせにより事故もなく作業終了する事が出来た事は
これからの工事にも繋がる重要な仕事で有ったと思われます。
また物を作る以上に取り壊す事の大変さを実感しました。

アユ釣りで有名である狩野川、伊豆の国市と伊豆市を結ぶ大正四年に建設された道
路用の鉄の橋としては県内で最も古い橋の撤去工事を施工した。



撤去前 撤去後

550ｔｸﾚｰﾝ作業構台 550ｔｸﾚｰﾝ作業構台

200ｔｸﾚｰﾝ作業足場 吊り金具設置位置

工　　　事　　　写　　　真



共吊りによる降下作業 共吊りによる降下作業

共吊りによる降下作業 共吊りによる降下作業
550ｔｸﾚｰﾝ側 200ｔｸﾚｰﾝ側

550ｔｸﾚｰﾝ１台による移動 550ｔｸﾚｰﾝ１台による移動



施工状況前景 550ｔオールテレンクレーン
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土屋建設株式会社

旧大仁橋撤去工事
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(当初設計）
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